
無

と

空
　
に
　
就
　
て

海

辺

ム
ロ
7

　
　
　
一
、
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
の
無

　
　
　
二
、
空
の
展
開
（
五
教
判
と
四
法
界
）

　
　
　
一
二
、
真
如
に
つ
い
て

　
　
　
四
、
華
厳
の
空
襯

　
　
　
五
、
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
の
無
と
仏
教
の
空

　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
の
無

　
無
と
空
と
の
関
係
を
述
べ
る
都
合
上
、
最
初
の
部
分
の
み
前
編
（
墾
嘉
）
と
一
部
重
複
す
る
が
、
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
の
無
よ
り
述
べ
て

行
く
。

　
神
秘
主
義
は
普
通
、
神
と
人
間
、
乃
至
は
絶
対
と
栢
対
と
の
合
一
と
か
自
己
同
一
と
か
を
立
て
る
所
に
考
え
ら
れ
て
居
る
。
エ
ッ

　
　
　
無
と
空
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
一



　
　
　
無
と
空
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
ニ

ク
ハ
ル
ト
の
説
教
集
に
「
人
間
が
凡
て
の
も
の
を
、
凡
て
の
被
造
物
を
も
彼
自
身
も
神
を
も
空
じ
て
居
り
、
而
し
て
神
が
彼
の
中
に

行
を
な
す
場
所
を
見
出
す
と
言
う
状
態
が
彼
に
尚
あ
る
と
仮
定
す
れ
ば
、
そ
う
言
う
と
こ
ろ
が
人
間
の
申
に
あ
る
間
は
、
人
間
は
未

だ
ほ
と
ん
ど
完
全
な
貧
に
於
て
貧
し
く
あ
る
と
は
言
え
な
い
。
…
…
精
神
の
貧
と
は
次
の
様
な
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
人
間
が
神
と
そ

の
す
べ
て
の
行
と
を
空
じ
て
居
り
、
そ
の
場
合
若
し
神
が
霊
（
人
間
）
の
う
ち
で
行
を
な
さ
ん
と
す
れ
ば
、
神
自
身
が
神
の
行
を
な

す
場
所
と
な
る
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
神
は
そ
う
あ
る
こ
と
を
喜
ぶ
。
」
と
言
う
言
葉
が
あ
る
が
、
　
こ
れ
程
神
と
人
間
と
の

一
体
を
端
的
に
表
現
し
た
言
葉
は
ほ
と
ん
ど
他
に
例
を
見
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
人
間
が
貧
し
く
な
り
、
人
間
の
立
場
が
絶
対

に
否
定
さ
れ
て
、
遂
に
神
と
人
間
と
の
対
立
が
超
え
ら
れ
、
只
神
生
け
る
の
み
の
境
地
に
到
達
し
て
居
る
。
然
ら
ば
こ
の
場
合
人
間

は
如
何
に
な
る
の
か
、
消
え
て
無
く
な
る
の
か
。

　
否
。
彼
に
於
て
は
只
、
神
生
け
る
の
み
一
神
が
神
自
体
に
於
て
あ
る
一
は
、
却
っ
て
只
、
我
あ
り
一
人
間
が
人
間
自
体
に

あ
る
こ
と
　
　
で
あ
り
、
神
と
の
一
に
徹
す
る
こ
と
が
却
っ
て
純
粋
に
人
聞
に
生
き
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
「
精
神
は
一
切
の
数
．
を
超
え
一
切
の
多
を
突
破
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
精
神
は
神
に
よ
っ
て
突
破
さ
れ
る
。
か
く
神
が

私
を
突
破
す
る
に
従
っ
て
、
私
も
ま
た
神
を
突
破
す
る
。
神
は
こ
の
精
神
を
神
の
沙
涙
の
中
へ
、
神
自
体
の
同
一
性
へ
導
く
。
…
…
」

「
汝
が
神
に
よ
っ
て
汝
自
身
か
ら
全
く
脱
出
す
る
な
ら
ば
、
神
は
汝
に
よ
っ
て
彼
自
身
か
ら
全
く
脱
出
し
給
う
。
こ
の
両
者
が
共
に

脱
出
す
る
時
、
そ
こ
に
あ
る
は
た
だ
全
く
一
な
る
一
高
で
あ
る
。
此
の
一
者
に
於
て
、
父
は
そ
の
最
も
内
奥
の
源
泉
に
立
て
御
子
を

　
　
　
㈹

生
み
給
う
。
」

　
精
神
の
貧
に
於
て
、
神
は
霊
（
人
）
を
突
破
し
て
自
ら
を
現
成
す
る
。
併
し
神
に
よ
っ
て
私
が
脱
却
さ
れ
る
時
、
霊
は
真
に
空
し



く
な
っ
て
一
切
の
関
わ
り
、
否
、
神
へ
の
関
わ
り
さ
え
も
脱
却
し
て
、
凡
て
よ
り
空
し
く
且
つ
自
由
と
な
っ
た
主
体
一
無
　
　
の

世
界
に
達
す
る
。

　
蓋
し
霊
の
遷
化
は
、
実
は
神
の
和
平
の
働
き
の
現
わ
れ
、
神
の
全
き
顕
現
に
外
な
ら
な
い
。
併
し
か
く
無
化
さ
れ
た
霊
は
無
化
の

結
果
、
遂
に
一
切
を
空
じ
神
を
も
空
じ
て
、
神
す
ら
な
き
主
体
、
霊
ひ
と
軌
と
な
っ
て
生
き
る
。
即
ち
こ
こ
で
は
一
切
を
無
化
す
る

神
の
働
き
は
同
時
に
一
切
を
無
化
し
、
神
を
も
無
化
し
た
私
自
体
の
働
き
と
な
る
。
即
ち
只
神
生
け
る
の
み
i
神
が
神
白
休
に
あ

る
一
は
、
只
我
あ
り
1
人
間
が
人
間
自
体
i
と
な
り
、
神
が
神
の
働
き
に
徹
す
る
こ
と
が
、
人
間
が
人
間
の
働
き
に
徹
す
る

こ
と
と
な
る
。

　
「
神
の
根
抵
は
私
の
根
抵
、
私
の
根
抵
は
神
の
根
抵
で
あ
る
。
こ
こ
に
於
て
神
が
神
自
身
よ
り
生
き
給
う
如
く
、
私
は
私
自
身
よ

り
生
き
る
。
」

　
普
通
神
秘
的
一
ζ
ず
護
り
の
は
、
二
つ
の
も
の
が
、
例
え
ば
自
己
が
神
へ
、
或
は
主
体
が
客
体
へ
融
合
或
は
冥
合
し
て
一
と
な
る
境
地

と
考
え
ら
れ
る
。
併
し
か
か
る
融
合
で
は
融
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
私
が
神
に
或
は
主
体
が
客
体
に
消
失
せ
し
め
ら
れ
、
差
別
対
立

の
世
界
が
消
滅
し
て
悦
惚
の
世
界
の
み
が
強
調
せ
ら
れ
る
結
果
と
な
る
。
か
か
る
場
合
、
無
宇
宙
論
か
、
所
謂
神
秘
境
か
に
陥
ら
ざ

る
を
得
な
い
。
普
通
神
秘
主
義
に
於
て
は
か
か
る
胱
惚
の
世
界
が
最
高
と
見
倣
さ
れ
る
。
併
し
こ
の
胱
惚
境
は
未
だ
神
に
関
わ
っ
て

居
る
世
界
で
あ
り
、
神
と
人
と
の
関
係
の
世
界
に
外
な
ら
な
い
。
彼
に
と
っ
て
は
一
切
の
関
わ
り
、
否
、
神
へ
の
関
わ
り
さ
へ
も
突

破
さ
れ
て
神
す
ら
な
き
沙
漠
へ
、
無
の
神
性
へ
突
出
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
神
へ
の
関
わ
り
が
突
破
さ
れ
た
世

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ろ

界
は
「
神
な
き
自
己
」
の
世
界
で
あ
る
。
「
私
が
私
の
第
一
原
因
の
内
に
立
っ
て
居
た
時
、
私
は
如
何
な
る
神
も
も
た
な
か
っ
た
。
」

　
　
　
無
と
空
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三



　
　
　
無
と
空
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
四

と
。
然
も
自
己
（
人
間
）
が
純
粋
に
自
己
（
人
間
）
自
体
に
あ
る
世
界
と
は
同
時
に
現
実
の
世
界
、
如
実
の
差
別
の
世
界
に
外
な
ら

な
い
。
人
が
神
な
き
自
己
自
身
に
よ
み
が
え
る
時
、
現
実
が
又
絶
対
の
現
実
と
し
て
現
わ
れ
て
来
る
。
彼
は
神
と
の
慨
惚
境
を
突
破

し
た
現
実
的
具
像
的
世
界
を
高
く
評
し
て
次
の
如
く
言
っ
て
居
る
。

　
「
永
遠
の
光
（
所
謂
宗
教
的
学
事
の
世
界
）
は
自
己
自
身
を
ば
神
と
共
に
認
識
せ
し
め
る
が
、
神
な
き
自
己
自
身
を
ば
認
識
せ
し
め
な

い
。
（
ω
一
9
ω
Φ
一
げ
簿
。
巨
①
α
Q
。
茸
）
聖
パ
ウ
ロ
は
彼
の
胱
惚
状
態
に
於
て
神
の
中
に
神
と
自
己
自
身
と
を
精
神
的
な
仕
方
で
（
具
像
的
で

な
く
）
見
た
が
、
彼
の
中
で
各
々
の
徳
を
具
像
的
な
仕
方
三
一
一
ぽ
げ
①
急
ω
①
で
1
従
っ
て
最
も
直
接
的
に
一
（
神
な
き
自
己
の
立
場

に
於
て
）
認
識
す
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
彼
が
生
活
の
業
作
に
つ
い
て
修
練
し
て
居
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点

に
於
て
異
教
の
師
達
は
徳
の
修
練
に
よ
っ
て
非
常
に
高
い
認
識
に
入
り
、
そ
の
為
彼
等
は
一
つ
一
つ
の
徳
に
つ
い
て
、
パ
ウ
ロ
や
そ

の
他
の
聖
者
達
が
そ
の
最
初
の
髄
惚
状
態
の
中
で
認
識
し
た
よ
り
も
、
具
像
的
な
よ
り
直
接
的
な
認
識
を
な
し
た
の
で
あ
る
。
」
と
。

〔
（
　
）
内
は
訳
者
挿
入
U

　
か
く
て
聖
書
に
あ
る
マ
リ
ア
と
マ
ル
タ
の
話
（
ル
カ
伝
十
章
三
十
八
節
）
に
つ
い
て
の
説
教
で
、
法
悦
に
あ
る
マ
リ
ア
よ
り
も
現
実

生
活
に
生
き
る
マ
ル
タ
が
よ
り
高
次
な
立
場
に
あ
る
と
し
、
又
聖
パ
ウ
ロ
の
胱
惚
の
状
態
よ
り
も
病
人
に
一
杯
の
ス
ー
プ
を
与
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈹

世
界
に
よ
り
高
き
価
値
あ
り
と
す
る
等
、
一
般
的
見
方
を
全
く
転
換
せ
し
め
て
、
胱
惚
を
超
え
た
現
実
肯
定
の
世
界
を
強
調
し
て
居

る
の
で
あ
る
。

　
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
の
か
か
る
世
界
は
ゾ
イ
ゼ
に
於
て
又
別
の
言
葉
で
「
汝
は
今
ま
で
乳
児
で
甘
や
か
さ
れ
た
秘
蔵
子
で
あ
っ
た
。
そ

し
て
恰
も
魚
が
海
に
浮
ぶ
様
に
神
的
な
甘
美
の
中
に
浮
ん
で
居
た
。
　
私
は
今
頃
か
ら
そ
れ
を
引
去
り
、
　
汝
を
欠
乏
に
苦
し
ま
せ
干



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紛

乾
び
さ
せ
よ
う
。
汝
が
神
か
ら
又
世
間
か
ら
見
離
さ
れ
ん
が
為
に
…
…
。
」
と
語
ら
れ
て
い
る
が
、
世
間
か
ら
見
離
さ
れ
る
と
共
に

神
か
ら
も
見
離
さ
れ
、
一
切
か
ら
脱
却
し
た
世
界
が
平
常
底
で
あ
る
こ
と
は
、
同
時
に
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
に
通
ず
る
世
界
で
あ
る
と
思

わ
れ
る
。

　
無
に
於
て
此
岸
の
否
定
と
彼
岸
の
否
定
を
通
し
て
、
彼
岸
の
彼
岸
が
此
岸
の
此
岸
と
な
っ
て
再
生
さ
れ
る
。
対
立
此
岸
の
世
界
が

超
え
ら
れ
る
と
共
に
更
に
彼
岸
の
世
界
が
超
え
ら
れ
て
、
再
び
現
実
の
此
岸
の
世
界
、
自
己
の
世
界
が
獲
得
せ
ら
れ
る
。
即
ち
彼
の

無
に
於
て
始
め
て
、
神
と
の
絶
対
一
の
世
界
は
却
っ
て
神
な
き
自
己
、
神
を
も
超
え
た
現
実
．
の
世
界
と
し
て
現
成
す
る
。

　
神
と
自
己
と
の
二
が
一
で
あ
り
、
　
一
が
又
神
は
純
粋
に
神
自
体
、
自
己
は
又
自
己
自
体
で
あ
る
。
彼
に
於
て
無
は
、
こ
の
二
即

一
・
宗
教
劇
現
実
を
成
立
せ
し
め
、
否
定
の
否
定
即
肯
定
を
成
立
せ
し
め
る
原
理
で
あ
り
原
動
力
で
あ
っ
た
。
即
ち
先
に
述
べ
た
如

く
、
無
は
彼
に
於
て
一
切
を
脱
却
し
た
無
一
物
の
主
体
で
あ
る
と
共
に
、
か
か
る
二
が
一
で
あ
る
と
云
う
弁
証
法
的
構
造
を
も
つ
て

居
る
と
言
い
得
る
。

　
掬
て
こ
の
無
に
於
て
否
定
の
否
定
は
即
現
実
肯
定
で
あ
る
こ
と
、
無
に
於
て
神
が
純
粋
に
神
自
体
で
あ
る
こ
と
が
同
時
に
自
己
が

純
粋
に
自
己
自
体
で
あ
り
、
宗
教
に
徹
す
る
こ
と
は
現
実
に
徹
す
る
こ
と
で
あ
る
と
言
う
考
え
が
、
大
乗
仏
教
の
空
の
歴
史
に
於
て

更
に
典
型
的
な
現
わ
れ
を
し
て
居
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
次
に
仏
教
の
空
と
比
較
し
て
述
べ
て
行
き
た
い
。

　
註
ω
　
国
・
℃
げ
①
籏
。
『
・
蜜
。
一
ω
仲
①
婦
国
。
犀
げ
㊤
誹
一
以
下
℃
い
と
略
す
I
Q
Q
●
卜
∂
Q
o
u
。
’

　
　
鋤
　
℃
臣
：
ω
●
b
o
ω
N
●

　
　
釧
罫
ψ
3
雪

　
　
姐
℃
勢
ま
◎

　
　
　
無
と
空
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五



（5）（9）　（8）　（7）　（6）

無
と
空
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六

シ
ュ
ル
ツ
ェ
ー
マ
イ
ツ
ィ
ー
ル
は
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
に
つ
い
て
特
に
「
霊
の
憤
り
」
を
挙
げ
、
神
を
も
突
破
し
て
止
ま
ざ
る
霊
の
衝
動
性
を

強
調
し
て
居
る
が
（
凋
●
ω
O
げ
ご
N
？
寓
該
旦
霞
噛
竃
．
国
O
吋
ワ
P
「
富
山
O
二
言
O
ゴ
Φ
℃
M
O
阜
一
σ
q
’
ω
μ
¢
・
日
H
ρ
閃
ゆ
緯
①
戸
ド
〉
β
串
；
ω
●
N
ω
・
）
伝
統
的

キ
リ
ス
ト
教
の
立
場
で
あ
る
創
造
主
・
被
造
物
の
関
係
を
突
破
し
、
神
を
も
超
え
た
立
．
場
に
到
ら
ず
ば
休
ら
は
ざ
る
所
が
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
の

諸
処
に
う
か
が
え
る
。
尚
「
霊
の
憤
り
」
に
見
ら
れ
る
如
き
衝
動
性
は
英
国
の
神
秘
家
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ブ
レ
イ
ク
の
「
永
遠
の
福
音
」
に
現

わ
れ
た
神
に
謙
遜
な
る
こ
と
さ
え
揚
棄
せ
よ
と
説
く
立
揚
を
想
起
せ
し
め
る
。
（
O
．
国
①
罵
昌
①
ω
噂
切
冨
閃
。
．
ω
唱
。
①
ヰ
団
㊤
口
Ω
℃
同
o
q
・
o
．
℃
●
δ
㎝
）

℃
h
こ
匂
D
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℃
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二
、
空
の
展
開
（
五
教
判
と
四
法
界
）

　
仏
教
で
は
多
く
の
立
場
や
宗
派
が
あ
り
、
長
い
発
展
の
歴
史
が
あ
る
が
、
そ
の
根
抵
を
一
貫
し
て
流
れ
て
居
る
も
の
は
、
空
・
無

我
の
思
想
で
あ
る
。
こ
の
空
は
然
ら
ば
ど
こ
か
ら
出
て
来
た
か
と
言
う
と
縁
起
論
の
考
え
方
が
基
礎
と
な
っ
て
居
る
と
思
わ
れ
る
。

縁
起
論
と
は
一
切
の
法
に
就
て
、
常
一
主
宰
の
我
を
立
て
た
り
、
実
体
的
常
住
的
な
存
在
を
考
え
た
り
、
或
は
両
所
即
ち
主
体
と

客
体
と
を
固
定
化
し
て
こ
れ
ら
に
執
着
し
た
り
す
る
と
言
う
の
で
な
く
、
「
此
有
る
が
故
に
彼
有
り
、
此
起
る
が
故
に
彼
起
る
。
」
の

如
く
、
一
切
は
相
好
相
関
的
に
存
在
し
且
つ
生
起
す
る
も
の
で
あ
り
、
因
と
縁
に
よ
っ
て
無
限
に
結
ば
れ
て
居
る
。
決
し
て
固
定

化
、
実
体
化
し
て
し
ま
っ
て
は
な
ら
な
い
と
言
う
考
え
方
で
あ
る
。
即
ち
縁
起
論
は
か
く
実
体
の
無
を
主
張
し
て
、
諸
法
は
無
我
、

空
で
あ
る
と
言
う
考
え
方
に
導
く
の
で
あ
る
。
勿
論
仏
教
初
期
に
於
て
は
十
二
縁
起
の
如
く
単
純
な
依
存
関
係
の
縁
起
論
が
見
ら
れ

る
の
で
あ
る
が
、
仏
教
が
発
展
す
る
に
到
り
、
之
は
相
撲
相
即
的
関
係
と
し
て
、
よ
り
具
体
的
、
立
体
的
に
把
握
さ
れ
、
又
は
主
体



的
に
深
め
ら
れ
て
行
っ
た
。
そ
の
最
も
徹
底
せ
る
も
の
の
一
つ
が
例
え
ば
事
々
無
硬
、
重
々
無
尽
の
縁
起
を
説
く
華
厳
の
法
界
縁
起

で
あ
る
。

　
よ
っ
て
今
華
厳
の
立
場
を
例
に
と
り
、
仏
教
を
縁
起
論
の
立
場
よ
り
見
て
行
く
こ
と
に
す
る
。

　
法
蔵
は
華
厳
五
教
章
に
於
て
一
代
仏
教
を
分
類
し
並
判
し
て
五
教
十
宗
と
す
る
。
そ
の
内
五
教
を
開
思
す
る
と
、
一
、
小
乗
教
、

二
、
大
乗
始
教
、
三
、
終
教
、
四
、
頓
教
、
五
、
円
教
で
あ
る
。

　
一
、
小
乗
教
は
阿
含
経
、
婆
愚
論
、
倶
舎
論
等
の
説
に
て
、
た
だ
人
空
の
み
を
説
い
て
、
法
空
を
明
ら
か
に
し
て
居
な
い
為
、
大

乗
の
立
場
よ
り
見
て
小
乗
と
云
う
。

　
二
、
大
乗
始
教
は
人
魚
油
空
を
説
く
大
乗
の
立
場
で
あ
る
が
、
尚
大
乗
初
冠
の
教
で
あ
る
と
て
軍
配
と
言
わ
れ
、
こ
の
始
教
に
相

始
教
と
空
始
教
と
あ
り
、
相
学
教
は
飾
弓
経
・
喩
伽
論
・
唯
識
論
等
の
説
に
て
五
姓
各
別
を
立
て
て
一
切
成
仏
を
許
さ
ず
、
且
つ
真

如
は
諸
法
の
所
依
と
な
る
の
み
で
凝
然
と
し
て
諸
法
と
な
ら
な
い
と
説
く
点
、
未
だ
真
如
の
働
き
が
十
分
に
現
わ
さ
れ
て
居
な
い
。

空
始
教
は
般
若
経
・
中
論
・
百
不
等
に
説
く
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
真
如
実
相
は
無
所
得
空
に
し
て
、
言
語
思
慮
を
絶
せ
る
こ
と
を
強

調
し
、
有
無
の
見
を
毒
せ
ん
と
て
一
切
皆
空
を
説
く
も
、
か
か
る
否
定
面
の
み
が
強
調
せ
ら
れ
、
尚
大
乗
の
肯
定
面
が
積
極
的
に
説

か
れ
て
居
な
い
故
、
空
始
教
と
す
る
。

　
三
、
終
演
は
次
の
頓
教
に
対
し
て
は
先
の
始
教
と
共
に
尚
漸
教
に
属
す
る
。
大
乗
立
教
中
の
終
門
と
の
意
で
、
勝
窒
経
・
浬
葉
経

・
起
詰
論
・
宝
性
画
布
の
説
く
と
こ
ろ
で
あ
る
。
真
如
に
は
縁
に
従
っ
て
、
万
法
を
現
わ
す
随
縁
真
如
の
面
と
、
万
法
の
体
で
は
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
よ
う

る
が
、
不
生
不
滅
し
に
て
決
し
て
自
性
を
失
し
な
い
不
変
．
真
如
の
面
が
あ
る
。
か
く
理
性
即
ち
真
如
と
事
相
即
ち
万
法
と
は
融
通
無

　
　
　
無
と
空
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
七



　
　
　
無
と
空
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
八

硬
に
し
て
理
事
無
礎
で
あ
る
と
説
く
真
如
縁
起
の
立
場
で
あ
る
。

　
四
、
頓
教
は
維
心
経
の
黙
理
・
受
信
論
の
要
言
真
如
等
の
如
く
、
教
理
行
書
の
四
法
に
つ
い
て
頓
速
を
説
く
教
論
に
つ
い
て
す
べ

て
こ
れ
を
言
ふ
。
階
位
を
立
て
ず
し
て
早
行
頓
成
し
、
頓
に
理
性
顕
現
し
、
一
念
不
生
即
仏
と
説
く
。
こ
の
教
は
古
寺
を
超
え
た
立

場
で
あ
る
が
、
差
別
の
事
相
を
混
署
す
る
の
に
急
で
あ
っ
て
、
華
厳
円
教
が
差
別
事
相
の
そ
の
ま
ま
を
法
界
縁
起
と
し
、
差
別
界
こ

れ
凡
て
毘
盧
舎
那
の
果
体
で
あ
る
と
す
る
の
と
異
な
り
、
事
相
肯
定
の
面
を
欠
い
て
い
る
。

　
五
、
円
教
と
は
円
融
無
硬
円
満
自
在
な
る
教
と
し
て
華
厳
の
法
門
を
言
う
。
真
如
縁
起
の
理
事
馬
鎧
の
立
場
は
華
厳
に
於
て
更
に

徹
底
さ
れ
事
々
無
擬
の
立
場
と
な
り
、
そ
の
教
は
相
即
相
入
・
主
伴
具
足
・
事
々
無
硬
、
重
々
無
尽
の
法
界
縁
起
を
説
く
最
高
の
一

乗
教
で
あ
る
。
　
一
乗
円
教
に
同
教
一
乗
と
別
教
一
乗
と
あ
る
が
、
誓
言
一
乗
は
三
乗
を
工
め
ん
が
為
説
か
れ
た
も
の
で
、
別
教
一
乗

が
円
教
の
本
と
す
る
所
に
て
、
こ
れ
が
一
代
仏
教
の
究
極
で
あ
る
と
す
る
。

　
次
に
、
十
書
判
は
「
法
に
当
て
教
を
分
つ
に
無
類
に
五
あ
り
」
と
す
る
右
の
五
教
判
に
対
し
「
理
を
以
て
宗
を
開
く
に
宗
に
十
あ

り
」
と
云
え
る
如
く
、
教
よ
り
す
る
と
宗
よ
り
す
る
の
相
違
あ
る
の
み
に
て
、
そ
の
根
本
的
立
場
に
於
て
は
五
教
判
と
変
り
は
な

い
。　

右
に
述
べ
た
如
く
、
縁
起
に
於
け
る
最
高
段
階
と
教
相
判
釈
さ
れ
た
華
厳
の
立
場
は
、
四
種
法
界
の
体
系
に
よ
っ
て
更
に
明
ら
か

に
せ
ら
れ
て
い
る
故
、
次
に
こ
れ
に
就
て
述
べ
て
行
く
。

　
四
法
界
と
は
法
界
を
四
種
の
範
疇
に
よ
り
て
こ
れ
を
分
類
す
る
華
厳
の
教
学
で
あ
る
。
法
界
と
は
理
と
事
を
通
じ
、
実
在
と
現
象

を
通
じ
て
こ
れ
を
総
称
し
た
世
界
を
云
う
。
即
ち
一
心
真
如
を
離
れ
て
存
在
し
得
な
い
一
切
万
有
を
指
し
て
言
う
の
で
あ
る
。



　
一
、
事
法
界
と
は
法
界
を
現
象
と
し
て
観
じ
た
世
界
で
あ
っ
て
、
色
心
差
別
の
事
相
の
面
を
言
う
。
小
乗
教
及
び
大
乗
相
始
教
は

こ
の
法
界
を
開
説
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
二
、
理
法
界
と
は
法
界
を
理
体
の
面
よ
り
観
じ
た
世
界
で
あ
る
。
理
と
は
真
如
に
し
て
差
別
の
現
象
に
対
す
る
平
等
の
体
を
指

す
、
諸
法
は
無
限
の
差
別
界
で
あ
る
が
、
そ
の
体
性
は
無
自
性
に
し
て
不
生
不
滅
・
絶
対
平
等
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
諸
法
の
体
性
を

理
法
界
と
名
づ
け
る
。
主
と
し
て
事
相
を
論
ぜ
ず
、
理
性
を
説
く
空
始
教
及
び
頓
教
の
立
場
で
あ
る
。

　
三
、
理
事
無
硬
法
界
と
は
理
法
界
た
る
理
体
と
事
法
界
た
る
差
別
現
象
と
が
孤
立
す
る
の
で
は
な
く
、
両
者
は
水
と
波
と
の
関
係

の
如
く
一
体
に
し
て
、
事
は
理
に
即
し
理
は
事
に
融
じ
、
無
官
な
る
関
係
に
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
真
如
の
理
体
と
事
相
の
相
即

を
説
く
終
教
は
こ
の
立
場
で
あ
る
。

　
四
、
事
々
無
硬
法
界
は
理
事
無
硬
の
立
場
が
更
に
徹
底
さ
れ
、
現
実
は
単
に
理
と
事
が
無
論
た
る
に
止
ら
ず
、
現
象
差
別
た
る
事

と
事
が
無
磯
に
し
て
相
互
に
関
聯
相
即
し
、
一
物
と
し
て
孤
立
す
る
も
の
無
き
を
説
く
法
界
縁
起
の
世
界
で
あ
る
。
即
ち
事
と
事
が

何
れ
も
自
主
各
別
に
事
体
そ
の
個
性
を
保
ち
乍
ら
、
相
互
に
関
聯
し
、
相
即
相
入
・
重
々
無
尽
で
あ
る
と
す
る
の
が
事
々
無
凝
、
華

厳
の
立
場
で
あ
る
。
理
事
無
擬
は
事
相
を
理
体
に
還
元
し
、
未
だ
理
に
就
て
語
ら
ね
ば
な
ら
な
い
所
が
あ
る
が
、
そ
れ
を
更
に
突
破

し
て
、
現
実
そ
の
ま
ま
が
絶
対
で
あ
る
こ
と
を
現
わ
し
た
の
が
事
々
無
恥
の
世
界
で
あ
る
。
事
々
無
銘
は
理
事
無
識
の
徹
底
で
あ

り
、
事
々
無
磯
に
於
で
は
じ
め
て
真
の
意
味
に
於
け
る
理
事
無
硬
が
完
成
し
た
と
も
言
え
る
。
又
合
し
て
言
え
ば
事
法
界
も
理
法
界

も
理
事
無
意
法
界
も
、
凡
て
が
実
は
事
々
無
磯
法
界
の
偉
大
な
内
容
以
外
に
は
な
か
っ
た
と
も
言
い
得
る
の
で
あ
る
。

　
要
す
る
に
事
法
界
よ
り
理
法
界
へ
、
更
に
理
事
無
凝
法
界
よ
り
事
々
無
硬
法
界
へ
の
進
展
は
実
は
真
如
実
相
が
よ
り
正
し
く
自
覚

　
　
　
無
と
空
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九



　
　
　
無
と
空
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇

さ
れ
、
現
実
が
よ
り
具
体
的
に
把
握
さ
れ
て
行
く
姿
に
外
な
ら
な
い
。

　
以
上
縁
起
論
の
発
展
は
、
こ
れ
を
要
す
る
に
真
如
の
展
開
、
空
に
つ
い
て
の
見
方
如
何
に
か
か
つ
て
居
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
依
て
次
に
真
如
の
性
格
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
ね
ば
な
ら
な
い
。

　　　　　　註

C3）　C2）　〈1＞

雑
阿
含
第
十
二
巻
。

法
蔵
」
、
華
厳
五
教
章
巻
第
一
、

同
上

大
正
大
蔵
経
四
五
巻
四
八
一
頁
。

大
正
蔵
四
五
、
四
八
一
C
。

三
、
真
如
に
つ
い
て

　
真
如
は
本
来
、
単
な
る
空
で
も
な
く
単
な
る
不
空
で
も
な
く
し
て
、
不
変
真
如
で
あ
る
と
共
に
随
縁
真
如
で
あ
る
。
真
如
は
体
と

し
て
空
で
あ
り
、
現
象
は
そ
の
相
用
と
し
て
不
空
で
あ
り
、
変
化
で
あ
る
。
即
ち
真
空
妙
有
で
あ
る
。
こ
の
空
・
不
生
不
滅
が
体
で

あ
る
所
に
仏
教
が
単
に
作
用
主
義
で
な
く
、
不
空
・
変
化
が
そ
の
流
用
で
あ
る
所
に
単
な
る
寂
静
主
義
と
異
る
。

　
相
用
は
体
の
相
読
で
あ
り
、
体
は
相
当
に
よ
っ
て
現
わ
と
な
る
も
の
で
あ
っ
て
、
真
如
は
体
相
用
の
一
如
な
る
も
の
で
あ
る
。
故

に
左
に
引
用
の
如
く
用
が
働
く
時
、
即
ち
作
用
す
る
時
の
み
始
め
て
そ
れ
に
よ
っ
て
体
が
存
在
づ
け
ら
れ
、
空
が
現
わ
れ
る
の
で
は

な
く
、
又
逆
に
体
（
空
）
が
自
体
的
に
存
在
し
て
後
、
用
（
作
用
）
が
働
ら
く
も
の
で
も
な
く
、
体
用
は
本
来
的
に
一
如
な
る
も
の
と

し
て
同
時
的
（
時
間
的
に
も
論
理
的
に
も
）
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
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例
え
ば
、
「
絶
対
無
は
却
て
有
を
自
己
の
媒
介
と
し
て
之
を
否
定
す
る
作
用
に
於
て
の
み
絶
対
当
た
る
も
の
で
あ
る
。
自
己
の
否



定
た
る
有
を
否
定
し
て
自
己
の
無
を
肯
定
す
る
こ
と
に
於
て
の
み
、
否
定
に
媒
介
せ
ら
れ
た
る
否
定
と
し
て
絶
対
肯
定
た
る
こ
と
が

出
来
る
…
…
。
其
意
味
に
於
て
絶
対
無
は
絶
対
否
定
の
作
用
の
外
に
は
無
い
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
否
定
の
は
た
ら
き
に
先
だ

ち
此
は
た
ら
き
の
根
祇
と
し
て
定
立
前
提
せ
ら
れ
た
る
絶
対
無
は
、
自
己
以
外
の
総
て
の
存
在
に
対
し
て
弁
証
法
の
支
配
を
根
拠
附

け
る
も
の
で
は
あ
っ
て
も
、
自
己
自
身
の
み
は
非
弁
証
法
的
に
直
接
に
肯
定
乃
至
主
張
せ
ら
れ
る
も
の
に
な
る
。
」
〔
傍
点
葎
入
〕
の
如

く
、
田
辺
博
士
が
無
に
就
て
た
え
ず
な
さ
れ
て
い
る
主
張
、
即
ち
無
は
作
用
に
於
て
の
み
絶
対
無
た
る
の
で
あ
る
と
言
う
考
え
方

や
、
或
は
無
を
自
体
的
に
考
え
る
時
、
そ
れ
は
直
接
に
肯
定
せ
ら
れ
た
も
の
と
し
て
有
で
あ
る
と
す
る
考
え
方
は
、
前
者
の
立
場
即

ち
用
（
作
用
）
に
於
て
の
み
無
乃
至
空
を
見
た
立
場
で
あ
っ
て
、
こ
の
立
場
よ
り
後
者
の
立
場
i
無
乃
至
空
の
自
体
的
立
場
一
を

評
さ
れ
た
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
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併
し
仏
教
に
出
て
は
空
た
る
真
如
が
若
し
作
用
の
面
か
ら
の
み
理
解
さ
れ
る
な
ら
ば
、
「
真
如
は
是
れ
諸
法
の
正
体
な
り
。
体
如

に
し
て
行
ず
れ
ば
則
ち
こ
れ
不
行
な
り
。
不
行
に
し
て
行
ず
る
を
如
実
修
行
と
名
く
。
」
「
身
、
本
決
を
動
ぜ
ず
し
て
能
く
偏
く
十
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲

に
至
り
て
諸
仏
を
供
養
し
、
衆
生
を
教
化
す
。
」
と
言
う
様
な
言
葉
は
解
釈
出
来
な
い
。

　
蓋
し
真
如
は
体
よ
り
解
釈
せ
ら
れ
る
面
と
用
よ
り
解
釈
さ
れ
る
面
と
が
あ
る
が
、
両
者
が
全
く
一
な
る
も
の
で
あ
る
所
に
仏
教
本

来
の
立
場
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
「
用
を
以
て
体
を
蹴
る
に
更
に
別
の
体
無
き
が
故
に
、
唯
だ
宣
れ
相
入
す
。
体
を
以
て
用
を
篭
る
に
別
の
用
無
き
が
故
に
、
唯
だ

逸
れ
相
即
す
。
」
の
如
く
用
の
相
入
す
る
時
は
そ
の
体
は
用
に
窪
ま
り
、
用
は
体
を
全
う
じ
た
る
用
で
あ
っ
て
用
の
外
に
体
は
な
く
、

体
の
相
即
す
る
時
は
そ
の
用
は
体
に
摂
ま
り
、
体
は
用
を
全
う
じ
た
る
体
で
あ
っ
て
体
の
外
に
用
は
な
い
こ
と
と
な
る
の
で
あ
っ
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こ

て
、
空
は
単
な
る
用
に
於
て
の
み
空
た
る
も
の
で
は
な
く
、
体
を
全
摂
し
た
る
用
に
於
て
で
あ
り
、
又
単
な
る
体
に
於
て
の
み
空
た
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へ

る
も
の
で
は
な
く
、
用
を
全
摂
し
た
る
体
に
於
て
空
な
の
で
あ
る
。
故
に
無
は
作
用
に
よ
っ
て
の
み
絶
対
無
で
あ
る
と
す
る
立
場
は

仏
教
的
で
は
な
く
、
体
用
相
を
一
如
的
に
み
て
始
め
て
空
が
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
掬
て
仏
教
の
本
来
の
立
場
に
於
て
は
、
真
如
が
空
な
る
体
の
立
場
か
ら
の
み
（
単
な
る
理
の
世
界
よ
り
）
解
釈
さ
る
べ
き
で
な
く
、

又
不
空
な
る
相
用
の
立
場
か
ら
の
み
（
単
な
る
事
の
世
界
よ
り
）
解
釈
さ
る
べ
き
も
で
も
な
く
、
不
変
真
如
で
あ
る
と
共
に
随
縁
真
如

と
し
て
両
者
が
本
来
一
な
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
る
所
に
、
そ
の
立
場
が
あ
る
。
前
者
の
立
場
の
み
に
固
定
し
て
考
え
ら
れ
る
と
空

の
動
的
な
面
、
不
住
浬
繋
の
面
が
な
く
な
り
、
空
は
実
体
的
な
有
に
転
落
し
、
後
者
の
面
の
み
に
固
執
す
る
と
空
の
寂
静
の
面
が
否

定
さ
れ
て
、
対
立
差
別
の
立
場
・
作
用
主
義
の
立
場
と
な
る
。
こ
の
体
用
相
が
一
な
る
も
の
と
し
て
理
と
事
が
最
も
具
体
的
に
把
握

さ
れ
た
も
の
が
例
え
ば
事
々
無
磯
、
法
界
縁
起
を
説
く
華
厳
の
立
場
で
あ
る
。

　
依
て
華
厳
の
世
界
が
人
相
用
一
体
の
立
場
よ
り
、
理
と
事
・
空
と
碧
空
の
統
一
が
遂
げ
ら
れ
た
も
の
と
言
う
意
味
に
撃
て
、
次
に

こ
れ
を
見
て
行
く
こ
と
に
す
る
。

　　　　　　　　　註

（4）　C3）　（2）　（1）

羅
の
論
理
の
藻
を
明
す
二
羅
蝶
年
＋
月
号
三
九
頁
。

曇
鶯
・
往
生
論
註
・
下
巻
、
親
鶯
・
教
行
信
証
・
証
巻
十
丁
。

同
上
　
　
　
　
　
　
　
　
同
上

法
蔵
・
華
厳
五
教
章
巻
第
四
、
大
正
蔵
四
五
、
五
〇
三
b
。



四
、
華
厳
の
空
観

　
凡
そ
華
厳
は
そ
の
思
想
に
於
て
般
若
経
の
影
響
を
受
け
て
居
る
こ
と
は
、
歴
史
的
に
も
内
詩
的
に
も
明
ら
か
で
あ
る
が
、
般
若
の

中
心
は
空
の
立
場
で
あ
り
、
他
方
華
厳
教
学
は
有
相
た
る
事
の
立
場
に
立
っ
て
居
る
の
で
あ
る
。
併
し
両
者
は
方
法
と
し
て
反
対
の

立
場
を
取
っ
て
居
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
説
か
ん
と
す
る
所
は
何
れ
も
同
じ
空
思
想
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
華
厳
が
事
々

無
凝
を
説
い
て
居
る
こ
と
は
、
言
え
せ
ぱ
有
の
立
場
に
撃
て
、
実
は
空
を
説
い
て
居
る
と
も
言
え
る
の
で
あ
る
。
即
ち
華
厳
の
空
嘆

に
て
は
有
を
表
面
と
し
乍
ら
、
有
を
し
て
有
た
ら
し
め
る
空
を
内
包
し
て
の
有
で
あ
り
、
事
は
理
を
全
う
じ
て
の
事
で
あ
る
。

　
華
厳
五
教
章
に
、
　
「
色
即
ち
罵
れ
空
な
る
を
以
て
清
里
の
義
算
す
。
空
即
零
れ
色
な
れ
ば
護
法
の
義
存
す
。
二
轟
轟
難
し
て
導
体

全
摂
す
。
」
と
あ
る
が
、
色
は
空
に
即
す
る
の
色
で
あ
り
、
空
は
色
に
即
す
る
の
空
で
あ
り
、
空
と
色
の
二
は
互
に
融
即
し
、
空
に

有
の
書
体
を
摂
し
、
有
に
空
の
挙
体
を
摂
す
る
の
で
あ
る
。
蓋
し
真
如
の
理
体
は
空
で
あ
る
が
、
随
縁
し
て
挙
体
長
と
し
て
差
別
の

諸
法
と
な
り
、
理
は
余
す
所
な
く
事
と
な
る
の
で
あ
る
。
故
に
空
に
徹
す
る
こ
と
は
同
時
に
有
に
徹
す
る
こ
と
で
あ
り
、
有
に
徹
す

る
こ
と
は
実
に
空
に
徹
す
る
こ
と
に
外
な
ら
な
い
。
か
の
般
若
・
中
観
空
の
立
場
は
徹
頭
徹
尾
無
自
性
空
に
立
ち
、
破
邪
に
終
始
し

て
専
ら
消
極
的
否
定
道
に
終
り
、
否
定
即
肯
定
的
に
何
か
を
建
設
す
る
積
極
的
教
学
を
説
か
な
か
っ
た
。
否
、
何
か
を
建
設
す
る
こ

と
は
中
観
空
の
立
場
に
と
っ
て
は
、
却
っ
て
空
の
否
定
に
外
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
併
し
華
厳
の
法
界
縁
起
に
至
っ
て
不
可
得

空
が
肯
定
的
妙
義
へ
、
空
と
し
て
の
理
は
却
っ
て
有
な
る
事
へ
転
換
し
、
事
々
無
硬
の
肯
定
的
教
学
が
建
設
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
有

が
有
に
徹
す
る
こ
と
に
よ
り
て
そ
の
ま
ま
空
が
、
事
が
事
に
徹
す
る
こ
と
に
よ
り
真
の
理
が
現
成
し
た
の
で
あ
る
。
有
が
空
に
還
元
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さ
れ
、
事
が
理
に
還
元
さ
れ
で
は
じ
め
て
真
理
が
現
わ
と
な
る
の
で
な
く
し
て
、
事
々
無
鉛
に
於
て
は
有
が
有
に
於
て
、
事
が
事
に

於
て
そ
の
ま
ま
絶
対
た
る
の
で
あ
る
。
事
が
理
に
還
元
さ
れ
て
絶
対
が
説
か
れ
る
世
界
は
尚
事
理
の
相
対
性
を
十
分
脱
し
切
れ
て
居

な
い
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
は
事
の
外
に
未
だ
理
に
就
て
語
ら
ね
ば
な
ら
な
い
何
物
か
が
残
っ
て
居
る
の
で
あ
る
。
絶
対
有
は
空

を
挙
体
全
摂
し
て
実
は
そ
の
ま
ま
絶
対
有
で
あ
り
、
事
々
無
蓋
は
実
は
最
も
具
体
的
に
空
が
現
わ
さ
れ
た
世
界
と
も
言
え
よ
う
。
事

が
そ
の
ま
ま
絶
対
で
あ
り
、
有
が
そ
の
ま
ま
絶
対
で
あ
る
の
が
法
界
縁
起
の
世
界
で
あ
る
。

　
十
玄
縁
起
に
よ
れ
ば
諸
法
は
「
一
に
は
空
有
の
義
。
此
れ
は
自
体
に
望
む
。
二
に
は
力
無
力
の
義
。
此
れ
は
軍
用
に
望
む
。
初
の

義
に
由
る
が
故
に
相
即
す
る
こ
と
を
得
。
後
の
義
に
由
る
が
故
に
相
勒
す
る
こ
と
を
得
。
」
て
、
重
々
無
尽
に
相
即
相
遣
し
、
例
え

ば
「
自
若
し
有
な
る
時
は
他
必
ず
無
な
る
に
由
る
が
故
に
、
他
日
に
即
す
。
何
を
以
て
の
故
に
、
他
無
性
な
る
に
由
っ
て
自
作
な
る

を
以
て
の
故
に
。
二
に
は
自
若
し
空
な
る
時
は
他
必
ず
自
ら
有
に
由
る
が
故
に
、
自
他
に
即
す
。
何
を
以
て
の
故
に
、
自
無
性
な
る

に
由
っ
て
、
看
客
を
寝
る
故
に
。
」
か
く
て
自
と
他
は
「
相
即
せ
ざ
る
こ
と
無
し
。
有
が
無
、
無
が
有
、
無
二
な
る
が
故
に
。
」
で
あ

っ
て
、
諸
法
は
縁
起
現
前
の
ま
ま
が
無
自
性
に
し
て
空
（
無
）
で
あ
り
、
空
の
故
に
縁
起
現
前
し
て
有
で
あ
り
、
有
は
無
と
、
無
は

有
と
な
り
、
両
者
は
相
即
一
体
と
し
て
事
々
無
凝
が
成
立
す
る
と
説
か
れ
て
居
る
。
か
く
自
と
他
も
有
と
無
も
相
即
相
画
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
担
体
帆
綱
、
自
を
挙
げ
れ
ば
凡
て
留
れ
自
と
な
り
、
他
は
自
に
即
し
て
自
は
そ
の
ま
ま
絶
対
と
な
り
、
有
を
挙
げ
れ

ば
凡
て
漏
れ
有
と
な
り
無
は
有
に
相
即
し
、
有
は
そ
の
ま
ま
絶
対
と
な
る
。
「
若
し
空
を
挙
げ
れ
ば
則
ち
一
味
唯
空
、
若
し
性
を
挙

げ
れ
ば
則
ち
一
味
唯
一
、
若
し
如
を
挙
げ
れ
ば
一
味
唯
如
。
」
は
こ
れ
を
醗
せ
ば
、
空
に
徹
す
れ
ば
空
が
、
有
に
徹
す
れ
ば
有
が
そ

の
ま
ま
絶
対
で
あ
る
と
云
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
が
又
真
の
意
味
に
於
け
る
空
に
重
な
ら
な
い
と
言
え
よ
う
。



　
事
法
界
は
理
法
界
に
媒
介
さ
れ
て
理
事
無
硬
法
界
と
な
り
、
理
事
無
凝
法
界
は
更
に
突
破
徹
底
さ
れ
て
事
々
無
凝
法
界
と
な
る
。

事
々
無
頼
は
理
事
無
凝
を
徹
底
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
相
対
性
を
超
克
し
た
事
の
立
場
に
外
な
ら
な
い
。
不
可
得
空
、
或
は
即

涙
と
し
て
空
が
説
か
れ
、
事
が
軽
ん
ぜ
ら
れ
た
世
界
は
、
空
（
理
）
が
徹
底
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
却
っ
て
有
（
事
）
が
そ
の
絶
対
性

を
取
り
戻
し
て
来
た
の
で
あ
る
。
理
と
事
の
関
係
は
一
に
し
て
二
元
的
に
考
え
ら
る
べ
き
で
な
く
、
背
黒
は
理
を
分
有
す
る
と
か
、

理
を
根
抵
に
持
つ
と
か
云
う
様
に
考
え
ら
る
べ
き
で
は
な
く
し
て
、
理
が
真
に
体
と
な
っ
た
時
に
は
事
は
そ
れ
自
身
絶
対
と
な
り
、

芸
体
事
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
於
て
理
事
無
磯
は
事
々
無
凝
に
発
展
す
る
。
現
実
（
事
）
が
そ
の
ま
ま
で
絶
対
で
あ
る
と
言
う

こ
と
は
実
は
空
が
最
も
徹
底
し
た
姿
に
外
な
ら
な
い
。
　
「
般
若
は
空
回
の
始
、
華
厳
は
空
様
の
終
」
と
云
わ
れ
る
の
は
こ
こ
を
言
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。
実
に
仏
教
の
発
展
の
歴
史
は
こ
の
空
の
深
化
－
現
実
の
徹
底
　
　
の
歴
史
で
あ
る
。
有
が
否
定
さ
れ
て
空
へ
、

空
が
否
定
さ
れ
更
に
妙
有
に
転
換
し
て
現
実
に
徹
し
て
行
く
歴
史
で
あ
る
。

　
か
く
て
華
厳
に
於
て
、
空
が
熟
す
こ
と
に
よ
っ
て
理
の
世
界
は
事
の
世
界
に
徹
せ
ら
れ
、
否
定
即
肯
定
的
に
空
の
立
場
は
絶
対
現

実
の
世
界
へ
、
色
即
是
－
⊥
は
空
即
是
色
と
し
て
転
換
す
る
に
至
っ
た
。
仏
教
に
於
て
空
は
か
か
る
転
換
の
原
理
で
あ
り
原
動
力
に
外

な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
か
く
て
理
事
無
凝
は
事
々
無
難
に
進
展
し
、
事
と
事
は
更
に
重
々
無
尽
、
相
即
相
入
、
相
関
聯
し
て
一

大
法
海
縁
起
が
構
成
せ
ら
れ
、
真
如
は
具
体
的
に
自
己
の
姿
を
展
開
し
、
そ
の
最
も
深
い
相
を
現
わ
す
に
到
っ
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
仏
教
に
於
け
る
空
と
現
実
、
理
と
事
に
つ
い
て
述
べ
て
来
た
が
、
先
述
し
た
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
の
無
の
絶
対
否
定
即
絶
対
肯

定
、
宗
教
に
徹
す
る
こ
と
は
現
実
に
徹
す
る
こ
と
で
あ
る
と
云
う
立
場
は
、
こ
の
空
の
世
界
と
根
源
的
に
三
つ
る
世
界
で
あ
る
こ
と

が
以
上
で
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
か
く
て
個
々
の
例
を
あ
げ
て
次
に
こ
の
相
似
型
を
述
べ
て
行
き
た
い
と
思
う
。
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（6）　（5）　（4＞　｛3｝　（2）　｛1）〈7）
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法
蔵
、
華
厳
五
教
章
巻
第
四
、
大
正
蔵
四
五
、
五
〇
「
a
。

同
上
　
　
　
　
大
正
蔵
四
五
、
五
〇
三
b
。

同
上
　
　
　
　
大
正
蔵
四
五
、
五
〇
三
b
。

同
上
　
　
　
　
大
正
蔵
」
四
五
、
五
〇
三
b
。

法
蔵
、
義
海
百
門
、
大
正
蔵
四
五
、
六
二
九
a
。

事
法
界
が
否
定
さ
れ
て
理
法
界
乃
至
理
事
無
謬
法
界
へ
、
更
に
そ
の
世
界
が
否
定
突
破
さ
れ
た
事
々
無
硬
の
世
界
は
、
否
定
の
否
定
と
し
て

現
実
の
繕
対
肯
定
の
世
界
に
外
な
ら
な
い
。

真
宗
は
実
存
的
な
面
に
於
て
、
更
に
別
な
方
向
に
深
め
ら
れ
た
世
界
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
今
は
と
り
あ
げ
な
い
で
、
又
別
の
機
会

に
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

五
、
エ
ッ
ク
ル
ハ
ル
ト
の
無
と
仏
教
の
空

　
第
一
項
に
述
べ
た
如
く
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
の
無
が
現
実
の
絶
対
否
定
即
肯
定
の
世
界
で
あ
る
こ
と
は
、
仏
教
に
於
て
は
真
空
が
即
妙

有
で
あ
り
、
華
厳
に
於
て
理
の
世
界
よ
り
事
の
世
界
へ
徹
底
し
て
行
っ
た
こ
と
に
通
じ
、
又
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
が
神
と
の
関
係
の
世
界

を
突
破
し
、
神
を
も
超
え
た
立
場
へ
脱
却
し
た
こ
と
が
、
仏
教
に
於
て
は
理
事
無
職
よ
り
事
々
無
硬
へ
の
進
展
、
或
は
又
「
仏
に
逢

っ
て
は
仏
を
殺
し
、
祖
に
逢
っ
て
は
祖
を
殺
し
」
更
に
現
実
生
活
に
帰
っ
て
は
「
茶
に
遇
っ
て
は
茶
を
喫
し
、
飯
に
遇
っ
て
は
飯
を

喫
す
る
」
世
界
に
通
ず
る
。
更
に
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
の
人
格
神
を
超
え
た
無
な
る
神
性
の
立
場
は
、
仏
教
で
は
報
身
の
根
拠
に
法
身
を

立
て
、
人
格
性
を
超
え
た
真
如
・
空
を
そ
の
根
抵
と
す
る
立
場
に
酷
似
す
る
。

　
更
に
そ
の
他
挙
げ
れ
ば
枚
挙
に
い
と
ま
な
い
の
で
あ
っ
て
、
こ
こ
で
は
述
べ
な
か
っ
た
が
、
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
の
無
に
し
て
行
ず
る
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冨
9
σ
q
ぎ
げ
豊
乱
酔
。
ロ
世
界
は
、
仏
教
で
は
例
え
ば
菩
薩
行
と
し
て
の
遊
戯
の
行
に
通
じ
、
又
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
の
無
を
基
盤
と
し

だ
何
故
な
し
。
冨
①
芝
上
呂
巳
に
生
き
る
世
界
は
、
仏
教
で
は
自
然
法
爾
の
世
界
に
相
当
す
る
の
で
あ
る
。
又
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
が
キ

リ
ス
ト
教
の
愛
以
上
に
離
脱
の
徳
を
讃
え
る
所
は
、
我
執
我
所
執
よ
り
の
離
脱
を
説
く
仏
教
の
主
張
と
合
す
る
。

　
以
上
の
如
く
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
の
無
と
仏
教
の
空
と
の
相
似
性
は
枚
挙
に
い
と
ま
な
い
が
、
要
す
る
に
無
或
は
空
が
熟
せ
ば
熟
す

程
、
神
を
超
え
た
人
間
の
立
場
、
或
は
理
事
無
界
を
超
え
た
事
々
無
硬
の
立
場
に
徹
し
て
行
っ
た
こ
と
。
即
ち
無
或
は
空
の
現
実
否

定
の
世
界
が
却
っ
て
現
実
肯
定
の
世
界
に
転
換
し
て
行
っ
た
如
き
両
者
に
通
ず
る
か
か
る
否
定
即
肯
定
的
転
換
は
、
無
或
は
空
の
最

も
徹
底
し
た
姿
を
現
わ
す
も
の
で
あ
る
。
か
か
る
姿
は
西
洋
に
て
は
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
を
は
じ
め
若
干
の
個
人
の
立
場
に
み
ら
れ
る
の

で
あ
る
が
、
　
東
洋
に
全
て
は
こ
れ
が
一
大
宗
教
的
潮
流
と
な
り
宗
派
と
な
っ
て
、
　
教
義
を
形
成
し
文
化
を
形
成
し
て
居
る
の
で
あ

る
。
こ
れ
は
仏
教
の
も
つ
大
き
な
特
色
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
、
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
を
中
心
と
し
た
無
の
立
場
と
仏
教
、
特
に
華
厳
を
中
心
と
し
た
空
の
立
場
と
の
関
係
・
相
似
性
に
つ
い
て

述
べ
て
来
た
の
で
あ
る
。
尚
両
者
の
相
違
性
に
つ
い
て
は
別
の
機
会
に
詳
説
し
た
い
と
思
う
が
、
最
後
に
そ
れ
に
つ
い
て
簡
単
に
記

述
し
て
お
く
こ
と
と
す
る
。

　
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
は
キ
リ
ス
ト
教
の
基
盤
よ
り
出
た
の
で
あ
る
が
、
伝
統
的
キ
リ
ス
ト
教
に
於
て
は
本
来
神
と
人
と
の
二
元
的
立
場

が
厳
然
と
し
て
存
し
、
人
は
天
国
へ
行
っ
て
も
人
で
あ
り
、
仏
教
で
言
う
成
仏
と
言
う
こ
と
即
ち
人
が
神
に
な
る
と
言
う
こ
と
は
あ

り
得
な
い
。
キ
リ
ス
ト
教
に
於
て
は
超
越
者
と
人
間
、
創
造
主
と
被
造
物
と
云
う
か
か
る
二
が
確
固
た
る
原
理
と
し
て
存
し
て
居
る

の
に
対
し
、
（
故
に
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
の
立
場
は
こ
の
超
越
起
爆
自
己
の
対
立
が
破
ら
れ
て
一
へ
向
う
方
向
が
そ
の
教
の
枢
軸
と
な
っ
て
説
か
れ
て
居
る
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の
で
あ
る
。
）
仏
教
で
は
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
で
あ
り
、
人
間
本
来
の
面
目
が
仏
に
外
な
ら
な
い
。
即
ち
我
執
的
人
間
性
が
脱
却
さ

れ
、
人
間
本
来
真
実
の
姿
に
還
っ
た
覚
者
が
仏
で
あ
り
、
仏
と
衆
生
は
本
来
的
に
は
一
如
な
る
立
場
に
立
っ
て
居
る
の
で
あ
る
。
（
即

ち
仏
教
に
て
は
人
間
の
我
執
的
対
立
性
が
内
在
的
に
超
え
ら
れ
て
空
が
証
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
）

　
こ
の
出
発
点
の
根
本
的
相
違
が
両
者
の
性
格
の
相
違
と
な
っ
て
現
わ
れ
て
居
る
。
凡
そ
西
洋
の
神
秘
主
義
に
て
は
前
述
の
如
き
二

つ
の
も
の
が
一
に
な
る
方
向
を
も
つ
て
居
り
、
多
が
一
へ
合
一
し
、
還
帰
し
、
融
合
す
る
傾
向
が
あ
る
。
こ
れ
は
キ
リ
ス
ト
教
を
中
心

と
し
た
西
洋
神
秘
思
想
の
大
き
な
性
格
で
あ
る
。
故
に
神
と
の
合
一
に
於
け
る
皇
尊
境
が
重
ん
ぜ
ら
れ
、
何
れ
か
と
言
え
ば
現
実
的

世
界
・
差
別
界
が
軽
視
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
は
西
洋
神
秘
思
想
家
と
し
て
は
珍
ら
し
く
突
破
∪
霞
。
巨
歪
。
げ

が
説
か
れ
、
離
脱
が
実
践
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
に
於
て
神
と
人
と
の
二
元
的
関
係
が
突
破
さ
れ
一
に
達
す
る
と
言
う

時
、
そ
れ
は
他
の
多
く
の
西
洋
神
秘
家
の
如
く
神
と
人
と
の
合
一
融
合
し
た
世
界
で
は
な
く
し
て
、
二
の
立
場
が
突
破
克
服
さ
れ
神

を
も
超
え
た
無
へ
突
出
し
た
世
界
で
あ
る
。
故
に
そ
こ
か
ら
神
な
き
自
己
の
立
場
、
現
実
肯
定
の
立
場
が
出
て
来
て
居
る
の
で
あ

る
。
併
し
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
に
於
て
も
未
だ
人
間
を
神
に
還
元
し
、
神
に
つ
い
て
語
る
痕
跡
が
残
っ
て
居
る
。
　
「
生
と
は
何
で
あ
る

か
、
神
の
本
質
が
私
の
生
で
あ
る
。
私
の
生
が
神
の
本
質
で
あ
る
な
ら
ば
神
の
存
在
性
は
私
の
存
在
で
あ
り
、
神
の
存
在
性
は
私
の

存
在
性
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
よ
り
も
少
く
も
多
く
も
な
い
。
彼
等
は
永
遠
に
神
の
も
と
に
生
き
る
。
神
と
全
く
等
し
い
も

の
と
し
て
生
き
る
。
そ
れ
よ
り
下
で
も
上
で
も
な
い
。
彼
等
は
す
べ
て
の
彼
等
の
行
を
神
の
も
と
で
行
じ
、
神
は
彼
等
の
も
と
で
行

ず
る
の
で
あ
る
。
」
と
。
併
し
右
の
如
き
か
か
る
痕
跡
も
既
に
述
べ
た
如
く
そ
の
基
本
的
出
発
点
を
キ
リ
ス
ト
教
に
置
く
以
上
、
そ

の
体
験
過
程
と
し
て
止
む
を
得
な
い
こ
と
と
思
わ
れ
る
。



　
更
に
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
に
於
て
は
神
な
き
自
己
に
於
け
る
現
実
実
践
・
現
実
肯
定
の
世
界
が
説
か
れ
て
い
る
が
、
相
即
相
入
・
主
伴

具
足
・
重
々
無
尽
を
説
く
華
厳
の
事
々
無
勢
の
立
場
程
現
実
が
具
体
的
・
徴
細
に
説
か
れ
る
ま
で
に
至
っ
て
居
な
い
。
凡
そ
伝
統
的

キ
リ
ス
ト
教
に
て
は
創
造
主
・
被
造
物
の
立
場
が
基
盤
と
し
て
説
か
れ
、
従
っ
て
そ
れ
を
超
え
た
無
と
か
、
或
は
空
と
か
真
如
と
か

等
の
立
場
が
立
て
ら
れ
て
居
な
い
以
上
、
そ
の
立
場
か
ら
は
直
ち
に
空
即
是
色
、
　
「
柳
は
み
ど
り
に
花
は
紅
」
と
云
う
様
な
転
換
の

世
界
は
出
て
来
な
い
。
そ
の
電
子
ッ
ク
ハ
ル
ト
の
如
く
、
創
造
主
、
被
造
物
の
立
場
が
無
の
立
場
へ
突
破
さ
れ
て
、
そ
こ
か
ら
現
実

肯
定
の
転
換
が
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
早
引
ッ
ク
ハ
ル
ト
の
出
発
点
が
キ
リ
ス
ト
教
で
あ
る
以
上
、
ど
う
し
て
も

創
造
主
・
被
造
物
の
対
立
的
立
場
の
突
破
の
面
に
主
力
が
そ
そ
が
れ
、
（
そ
の
点
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
の
立
場
が
華
厳
の
五
教
中
空
始
筆
の
立
場
－

無
所
得
空
が
説
か
れ
、
有
無
の
見
を
破
す
る
面
に
一
切
が
集
中
さ
れ
た
立
場
一
に
通
ず
る
も
の
を
も
っ
て
居
る
と
も
言
え
る
。
）
華
厳
の
立
場
程

現
実
肯
定
の
面
は
具
体
的
微
細
に
表
明
さ
れ
て
居
な
い
。
こ
れ
に
対
し
華
厳
の
立
場
は
最
初
か
ら
仏
教
と
言
う
空
の
基
盤
の
上
に
あ

り
、
然
も
そ
の
教
学
は
始
教
・
終
章
・
頓
教
の
（
理
の
立
場
或
は
理
事
無
凝
の
）
立
場
の
超
克
と
言
う
歴
史
的
・
教
義
的
必
然
性
の
基

盤
の
上
に
大
成
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
点
華
厳
の
現
実
肯
定
の
表
明
が
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
に
比
し
て
具
体
的
に
し
て
徹
底
し
て
居

る
こ
と
は
当
然
で
あ
ろ
う
。

　
併
し
最
後
に
述
べ
て
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
、
西
洋
の
キ
リ
ス
ト
教
を
基
盤
に
持
つ
世
界
に
於
て
、
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
の
如
き
宗

教
的
天
才
が
出
た
こ
と
は
、
そ
れ
が
キ
リ
ス
ト
教
の
基
盤
よ
り
出
た
る
が
故
に
驚
く
べ
き
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
や
西
洋

．
東
洋
の
精
神
は
夫
々
そ
の
根
源
か
ら
自
己
批
判
さ
る
べ
き
時
期
が
到
来
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
西
洋
精
神
は
東
洋
精
神
の

基
盤
を
な
す
仏
教
を
、
東
洋
精
神
は
西
洋
精
神
の
基
盤
を
な
す
キ
リ
ス
ト
教
及
び
ギ
リ
シ
ャ
精
神
を
媒
介
し
、
根
源
か
ら
自
己
批
判
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無
と
空
に
就
て

す
る
と
共
に
又
自
己
を
そ
の
重
々
へ
突
破
徹
底
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

四
〇

よ
り
広
き
普
遍
性
と
よ
り
絶
対
的
な
基
盤
が
獲
得
さ
れ
ね
ば

な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
点
西
洋
の
精
神
、
特
に
そ
の
根
抵
を
な
す
宗
教
を
独
得
な
方
向
に
突
破
を
企
て
、
あ
る
意
味
で
西
洋
精

神
の
根
源
的
批
判
を
行
う
と
共
に
西
洋
的
二
の
立
場
を
克
服
し
た
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
の
立
場
に
刮
目
す
べ
き
で
あ
る
。
然
も
そ
の
立
場

が
全
く
歴
史
と
環
境
を
異
に
し
て
い
る
東
洋
の
仏
教
に
於
け
る
根
源
的
立
場
と
も
通
つ
る
も
の
が
あ
る
と
言
う
こ
と
は
我
々
に
と
っ

て
一
つ
の
示
唆
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
と
共
に
、
彼
の
立
場
が
東
西
の
両
思
想
に
と
っ
て
又
将
来
に
向
っ
て
大
い
な
る
意
味
が
あ
る

と
思
う
の
で
あ
る
。

説
ω（5）　（4）　（3）　（2）〈6）

拙
論
、
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
神
税
主
義
の
特
質
一
相
愛
短
大
研
究
論
集
創
刊
畢
所
載
－
及
び
無
の
問
題
－
相
愛
短
大
研
究
論
集
第
三
巻
第

二
号
所
載
一
を
参
照
さ
れ
度
し
。
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富
膳
・

仏
教
で
一
如
と
言
う
場
合
、
そ
れ
は
二
が
合
体
し
て
一
つ
に
な
っ
た
も
の
で
な
く
、
又
二
の
根
号
が
一
で
あ
る
と
言
う
の
で
も
な
く
し
て
、

絶
対
的
に
対
立
し
合
っ
て
居
る
も
の
が
、
主
体
の
絶
対
否
定
に
於
て
同
時
に
一
で
あ
る
と
言
う
意
味
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
先
に
二
な
る
も
の

が
あ
っ
て
後
に
「
に
な
っ
て
行
く
と
言
う
如
き
前
後
的
・
瞬
時
的
に
一
に
な
る
の
で
は
な
く
、
同
時
的
・
本
来
的
に
一
で
あ
る
と
言
う
意
味

で
あ
る
。
具
体
的
に
は
即
の
関
係
に
あ
る
を
言
う
。
相
即
と
は
絶
対
に
対
立
し
合
っ
て
居
る
事
々
が
、
空
の
世
界
に
簸
て
、
自
在
に
転
換
し

艇
硬
な
る
姿
を
言
う
の
で
あ
る
。
故
に
空
の
世
界
に
於
て
は
多
即
一
で
あ
り
、
　
一
算
多
で
あ
る
。
　
こ
の
転
換
無
罪
の
言
わ
ば
軸
が
即
で
あ

る
。
　
「
如
と
は
空
の
世
界
に
於
け
る
こ
の
本
来
的
一
な
る
面
を
さ
し
て
言
う
。

勺
h
ご
ω
．
b
●
O
ド

（
本
学
教
授
　
哲
学
）


